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附属幼稚園



１ 附属幼稚園の現況 

(１) 学校名 

大阪教育大学附属幼稚園 

 

(２) 所在地 

大阪府大阪市平野区流町２－１－７９ 

 

(３) 学級数・収容定員 

６級(１学年２級) 収容定員１５０人 (１学級３０人 ただし３歳児は１６人と１４人) 

 

(４) 幼児・児童・生徒数 

１４５人 (男児７０人 女児７５人) 

 

(５) 教職員数 

園長(併任) １人、副園長 １人、主幹教諭 １人、教諭 ６人、養護教諭 １人、非常勤講師 ２人 

事務職員 １人、臨時用務員 １人、スクールカウンセラー １人 

栄養士 ２人、調理員 １人 

 

２ 附属幼稚園の特徴 

豊かな自然環境の中で身近な人々とのあたたかい触れ合いや、生き物たちとの日々の関わりを通して、や

さしく、あたたかく、思いやる心が育つことを願っている。 

幼稚園生活の主人公は幼児であり、幼児の思いや願いを大切にした生活を心掛けている。幼児は遊びを通

して様々なことを学んでいる。遊びこそが幼児の生活そのものであり、今日の幼児の姿から明日の生活がつ

くり出されていく。常に幼児の今の姿を出発点として、個々の育ちや発達の状況、その時期にふさわしい遊

び(生活)が展開されていくよう、努めている。 

また、昭和２３年より保護者手作り給食を実施しており、約７０年間にわたって受け継がれている。子ども

たちに手作りの温かいものを食べさせてあげたいという願いと共に、食の安全や衛生、アレルギー対応など、

時代の変化に応じた給食作りを目指している。 

 

３ 附属幼稚園の役割 

（１）学校教育法に基づく幼稚園教育を行う。 

（２）幼稚園教育の理論と実践に関する研究を行う。 

（３）本学学生の教育実習を行い、その指導を行う。 

（４）地域社会における幼児教育の振興に寄与する。 

 

 

 

 



４ 附属幼稚園の学校教育目標 

「すこやかに あたたかく 遊びに生きる子ども」 

○ ３歳児・・・喜んで幼稚園へ来る子ども 

生後わずか３年しかたっていない子どもであるが、一人の人間としてすばらしい力をも

ち、一人一人がその子らしさを秘めている時期である。この１年をゆったりと大好きな先

生に寄り添い、自分の好きな遊びに没頭し、明日も大好きな幼稚園に行こうと思うこと

が、これからの保育年限における健やかな育ちを期待する上で何よりも大切なことである

と考える。 

○ ４歳児・・・友達を見つけて、幼稚園の生活を楽しむ子ども 

友達の存在に心を揺り動かし、幼稚園では「いろいろな友達がいる」「一人より友達と

一緒の生活が楽しい」「友達と関わり合って育つ」等の体験をしながら、幼稚園生活の楽

しさを味わい、思う存分遊ぶ子どもに育つことを願っている。 

○ ５歳児・・・友達と心を通わせ、様々な生活に熱中する子ども                         

心身ともにたくましく、知的好奇心もぐんと増す時期である。試行錯誤を繰り返しなが

ら全力で幼稚園の様々な生活に熱中し、一人でも、みんなとでも「やったね」という成就感

を味わい、友達と力を合わせて楽しい園生活をつくり出す子どもに育つことを願っている。 

 

 

５ 附属幼稚園の学校教育計画 

１ 保育の質を向上するための研究活動の実施 

   研究テーマ「遊びに生きる子どもを育む～遊びの育ちを追いながら～」 

 

２ 安全・安心な園づくり 

 

３ 開かれた園組織運営 

 

４ 教育実習の指導充実・五校園連携実習の実施 

 



６ 附属幼稚園の令和２年度 重点目標(評価項目)・具体的な取組内容(評価指標)・評価結果           評価の基準 

 自己評価 学校関係者評価 

 Ａ 高いレベルで達成できた Ａ とても適切である 

Ｂ 達成できた Ｂ おおむね適切である 

Ｃ 一部達成できなかった Ｃ あまり適切でない 

Ｄ ほとんど達成できなかった Ｄ 適切でない 

 Ｅ 判定できない 

 

学校教育目標 「すこやかに あたたかく 遊びに生きる子ども」 

学校教育計画 １ 保育の質を向上するための研究活動の実施   研究テーマ「遊びに生きる子どもを育む～遊びの育ちを追いながら～」 

 

本年度の重点目標 

(評価項目) 

具体的な取組内容 

(評価指標) 

自己点検評価 学校関係者評価 学校関係者評価を 

踏まえた改善策 達成状況 改善点 評価 意見・理由 評価 

・遊びが広がったり深

まったりする中での

子どもの育ちを捉え

る。 

 

 

 

・子どもの育ちが具体

的に分かる記録の

取り方を検討する。 

 

・事例検討会や園内研

修会を通して、遊び

が広がったり深ま

ったりする中での

子どもの育ちを捉

える。 

 

・大学の教員や幼児教

育関係者と連携す

る。 

・大妻女子大学の岡先生に園内

研修会でご指導いただき、記

録の取り方を検討した。実践

事例を書く時の記録の書き方

を整理することで「子どもが

育とうとしている力」や「子

どもの思い」を捉えやすくな

った。 

 

・1つの事例について皆で子ど

もの育ちを捉える研修を行っ

た。いろいろな教師の見方で

子どもの育ちを捉え、多様な

幼児の見方をすることにつな

がった。 

・研究成果をオンラインで発表

した。参加者同士の意見交換

をすることはできなかった

が、実施できたことは成果で

ある。 

・子どもの育ちを捉える記録

の取り方を学ぶことはでき

たが、日々の継続した記録

につながっていない。

日々、継続できる記録につ

いても考えていきたい。 

・他教師の自分とは違った幼

児の見方を学ぶ機会になっ

た。継続して実施できるよ

うにしていきたい。 

・オンラインを使用した会議

は感染状況によらず実施で

きるのは良かった。研究発

表会は参加者からの反応が

捉えにくい。アンケートを

実施するなどして参加者の

意見をもらえるようにした

い。 

B 

 

・記録は何のためにする

のかを考えながら、自分

の保育をより良くする

ための柱を考えていく

必要があるのではない

か。 

・継続して書きたくなる

記録、楽しくなる記録が

開発できるのであれば、

ぜひ広めていただきた

い。 

・オンラインを使用して

のアンケートは回答率

が悪くなる傾向である。

その時にすぐに回答し

てもらえるシステムを

考えることが必要では

ないか。 

B 

・保育をよりよくしていく

ための記録についてどの

ような内容を書くことが

大切なのかを再確認し、

記録の形式についても検

討していきたい。 

 

 

 

 

 

・研究会は参加者の意見を

取り入れたり、次の保育

につなげていったりする

ためにも、参加者に答え

やすいアンケートについ

て考えていきたい。 



 

学校教育目標 「すこやかに あたたかく 遊びに生きる子ども」 

学校教育計画 ２ 安全・安心な園づくり 

 

 
 

本年度の重点目標 

(評価項目) 

具体的な取組内容 

(評価指標) 

自己点検評価 学校関係者評価 学校関係者評価を 

踏まえた改善策 達成状況 改善点 評価 意見・理由 評価 

・地域と連携しながら

安全・安心な園づく

りに取り組む。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・警察や消防と連携し

ながら防犯や防災に

ついての取り組みを

深める。 

・防災への意識を高め

られるよう、防災体

験会を実施する。 

 

 

 

 

・防犯の取り組みでは警察に協力

を仰ぎながら、教職員で不審者

対応訓練を行った。警察の丁寧

な対応により不審者が園内に入

った場合の対応の仕方や、教職

員の連携の取り方、さすまたや

その他の防犯に有効な物の使い

方などを学ぶことができた。 

・防災では消防署と幼児教育振興

会の協力を仰ぎ、実際に災害が

起きた時にできることを学んだ

り、防災食の試食や防災トイレ

の体験会ができた。幼児のみで

する部分と保護者もかかわる部

分をつくることで家庭でも意識

を高める機会となった。 

・防犯教室、安全教室などコロ

ナ禍の中で実施しにくい行事

は戸外で行ったり、オンライ

ンを使用して行ったりした。

コロナ禍でも工夫をすること

で学びを止めないことにつな

がった。 

・防犯への取り組みは教職員

一人一人が意識を高め、取

り組むことが必要だと考え

る。今後もいろいろな役割

を交代しながら、実際に不

審者が侵入するようなこと

が起きた時に、臨機応変に

対応できるよう研修を重ね

ていきたい。 

・防災体験会は年長児のみの

体験会となったので、今後

この取り組みを全体に広げ

たり、全保護者に伝えたり

する機会を設けていきた

い。 

 

・防犯教室、安全教室などオ

ンラインでは伝わりにくさ

があるとも感じるが、中止

するのではなくできる方法

を今後も模索していきた

い。 

 

A 

・防災への取り組みは、ぜ

ひ全学年に広げていた

だきたい。 

・警察や消防などは担当

が代わっても引きつづ

き連携がとれるように、

こちらから連絡をとっ

ていく必要があるので

はないか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

A 

・今後もいろいろな形での

防犯や防災の取り組みを

行っていきたい。 

・今年度実施してよかった

ことは次年度に引き継げ

るようにしていきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



学校教育目標 「すこやかに あたたかく 遊びに生きる子ども」 

学校教育計画 ３ 開かれた園組織運営 

 
 

本年度の重点目標 

(評価項目) 

具体的な取組内容 

(評価指標) 

自己点検評価 学校関係者評価 学校関係者評価を 

踏まえた改善策 達成状況 改善点 評価 意見・理由 評価 

・保護者との連携を密

にし、園運営への参

画の意識を高めても

らう。 

 

 

 

 

 

・園行事、PTA行事実

施後にはアンケー

トを実施し、行事

の振り返りに保護

者の意見を取り入

れる。 

 

・PTA行事後にはグーグルフォ

ームを使用し、アンケートを

実施した。実施後すぐに行え

ることと、スマホを使った回

答だったこともあり、保護者

には回答しやすかったようで

ある。即時性があるので今後

もうまく活用していけるので

はないかと考える。 

・大きな行事に関してはこれま

で通り子どもの成長を担任と

共有できるように「ニコニコ

メッセージ」という形で感想

を書いてもらっている。これ

は一人一人の成長を捉えた

り、保護者の感想を聞いたり

するためにも有効であったと

考える。 

・アンケート結果を全体に還

元していく方法を今後考え

ていきたい。。 

 

Ｂ 

・オンラインでのアンケ

ートは返信してもらい

やすかったのではない

か。一方、安全性や個

人情報の取扱いについ

ては徹底していく必要

がある。一定の枠を設

けて保護者に啓発して

いかなければならな

い。 

・コロナ禍ではあるが保

護者の参加も違った形

でできるのではない

か。 

A 

・アンケート内容について

はさらに吟味し、個人情

報を安易に記入しないよ

うに保護者にも啓発して

いく。 

・保護者が実際に子どもと

触れ合う機会を設けるこ

とは難しくても、園運営

に保護者の意見を取り入

れられるように、園運営

に関するアンケートを実

施するなど工夫をしてい

きたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 



学校教育目標 「すこやかに あたたかく 遊びに生きる子ども」 

学校教育計画 ４ 教育実習の指導充実・五校園連携実習の実施 
 

本年度の重点目標 

(評価項目) 

具体的な取組内容 

(評価指標) 

自己点検評価 学校関係者評価 学校関係者評価を 

踏まえた改善策 達成状況 改善点 評価 意見・理由 評価 

・学びの深い教育実習

の在り方を探る。 

 

 

・実習前後の取り組み

の充実を図る。 

 

 

 

 

 

 

・五校園連携実習を継  

 続する。 

・コロナ禍ではあるが、通常通

りの4週間実習を実施した。

昨年度よりは1週間長い実習

となったことで、丁寧に指導

することができた。 

 

 

 

・高校の実習生が来ることはで

きたが、それ以外は感染症対

策のため実施することができ

なかった。高校の実習生は幼

児教育の大切さを感じること

ができた。 

・実習中に臨時休業などにな

ることも考えれば、4週間

の実習日程は次年度も確保

していきたい。密を避ける

ため、講話などを行ってい

ないが、それが実習生にど

のように影響しているのか

の検証が必要である。 

・五校園連携実習は周りから

も高い評価を受けている。

継続することが大切だと感

じるがコロナ禍の中で実施

することが難しい状況であ

る。オンラインを使用する

など違った形も模索してい

きたい。 

Ｂ 

・教育実習については保護

者の不安感もあるのでは

ないか。それについても

丁寧な説明が必要であ

る。 

B 

・コロナ禍ではあるが、実

習生の学びとなるように

実習の内容について再検

討していきたい。 

 

・実習に関しては大学との

連携も大切である。どの

ような実習が学生の学び

につながるか、大学とさ

らに連携を深めていきた

い。 



 


